
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

事業内容

関連事業

内容・積算等

26,56720,945

主な要求内容 （単位：千円）

404,417

整理番号 01

・現存する４７基（市が１８基、宮内庁が２２基、大阪府が２基、民間は５基
所有する）を、市が主体的に調査から保存・整備に至る取り組みを行う。（但
し、宮内庁分は除く）　史跡指定の要件とされる各古墳の保存すべき範囲を確
定すると共に、世界文化遺産登録における『真実性・完全性の証明』の資料と
するため、文化庁の指導のもとに学識経験者で構成する調査検討会議の助言の
もと、発掘調査や地中レーダー探査等の科学的調査を実施する。

事業目的

市長公室　世界文化遺産登録推進事業

事 業 名 百舌鳥古墳群保存活用事業

局・課名／　　

事業期間

事 業 費

022 市長公室   文化財課

25,124

平成21年度決算額 平成22年度予算額

22年度予算

スケジュール（経過及び今後展開）

合計

・範囲確認調査については、本年度は、仁徳陵古墳の陪塚で、墳丘
は、宮内庁所有の銅亀山古墳の範囲確認を実施。調査報告書について
は、平成２２年度調査実施した、飛鳥山古墳・寺山南山古墳を実施す
る。
　・百舌鳥古墳群の価値と意義を内外に発信するための講演会を開催
し、市民や関係機関の理解を深める。
　・開発による破壊等を防ぐために調査により確定する、保存すべき
範囲の公有地化を進める。（塚廻古墳・乳岡古墳・収塚古墳・長塚古
墳）

26,567 404,417

その他　特記事項

0 388,167 委託料、公有財産購入費、物件補償費等

平成23年度要求額

(単位　千円)

1,443 1,769 報償費、需用費、委託料、会場使用料等

14,481

23年度要求額

賃金、報償費、需用費、委託料等

全体事業費

百舌鳥古墳群調査関係

項目

　H19～　H　　

百舌鳥古墳群講演会関係

百舌鳥古墳群用地購入関係

百舌鳥古墳群の調査・報告書作成にかかる経費。普及啓発に係る経費。今後の保
存に係る経費を計上した。世界文化遺産登録の推進の基礎資料の蓄積と保存に向
けて事業推進を図る。

平成１９年度より百舌鳥古墳群の群指定
に向けての範囲確認調査を実施してき
た。平成２２年度　飛鳥山古墳・寺山南山
古墳を実施。また、普及啓発活動として平
成２１年・２２年度と講演会を実施

平成２３年度は、銅亀山古墳の範囲確認の調査の実施
並びに平成２２年度調査の報告書の作成を行う。調査実
施にあたっては、有識者で構成する調査検討委員会の
助言を得て行う。普及啓発の講演会についても、市民
ニーズを的確に把握し、テーマの設定を行う。群指定候
補となる古墳の内、塚廻古墳・乳岡古墳等の追加部分の
公有化を図る。

【経過（～22年度】 【23年度】

群指定に向けた調査の継続。史跡指定
に向けての文化庁・大阪府との協議。公
有化の推進と市民理解にための普及事
業の継続

【今後（～24年度】

12月27日 修正


